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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
地
に
農
業
用
倉
庫
な
ど
を
建
築

す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　
所
有
す
る
農
地
を
自
ら
が
農
業
用
に

使
用
す
る
た
め
、
農
業
用
倉
庫
・
農
機

具
置
場
・
畜
舎
・
作
業
場
な
ど
、
農
業

経
営
に
必
要
な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
、

そ
の
農
地
面
積
が
２
ア
ー
ル（
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
）未
満
で
あ
る
場
合
は

許
可
は
不
要
で
す
が
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
敷
地
面
積
２
ア
ー
ル
未
満
と
は
、
建

築
す
る
農
業
用
施
設
の
建
築
面
積
で
は

な
く
、
建
物
を
建
築
す
る
た
め
に
必
要

な
農
地
の
面
積
で
す
。

　
な
お
、
２
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
用
施

設
や
自
分
の
農
地
以
外
に
建
築
す
る
場

合
は
、
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
施
設
以
外
の

も
の
に
利
用
し
た
場
合
、
無
断
転
用
と

な
り
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
農
地
に
よ
っ
て
は
、
農
地
法
以
外
の

各
法
令
が
関
連
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

視
察
研
修（
報
告
）

　
８
月
２８
日
か
ら
２
日
間
、
視
察
研
修

を
実
施
し
、
県
外
２
市
の
農
業
委
員
会

を
視
察
し
ま
し
た
。

◆
１
日
目

（
香
川
県
三
豊
市
農
業
委
員
会
）

　
三
豊
市
は
香
川
県
西
部
に
位
置
し
、

北
西
部
は
瀬
戸
内
海
に
接
し
、
高
知
県

や
愛
媛
県
に
も
近
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

農
業
は
全
国
一
の
生
産
規
模
を
誇
る
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
米
麦
、
野
菜
、

果
樹
、
花
卉
及
び
、
工
芸
作
物
の
生
産
、

畜
産
に
至
る
多
彩
な
農
業
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
農
業
委
員
数
は
３７
人
、
う
ち

女
性
農
業
委
員
は
４
人
で
、
女
性
農
業

委
員
の
活
動
と
し
て
、
食
育
活
動
、
子

ど
も
た
ち
と
の
農
業
体
験
、
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
て
の
花
の
栽
培
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
年
か
ら

発
足
し
た
「
香
川
県
女
性
農
業
委
員
の

会
」で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
７
日
に
農
業
委
員
４
人

を
割
当
て
し
て
「
農
事
相
談
事
業
」
を

実
施
し
、
農
業
に
関
す
る
相
談
を
し
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
の
他
に
農
業
委
員
会

補
助
員
８０
人
を
設
置
し
、
農
業
委
員
と

共
に
各
種
案
件
の
他
、
耕
作
放
棄
地
の

調
査
な
ど
、
農
業
委
員
と
協
力
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
２５
年
度
か
ら
は
農
業
委
員
３７
人
が
一

人
一
筆
運
動
を
展
開
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
説
明
を
受

け
た
後
現
地
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
現

地
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
２
日
目

（
岡
山
県
岡
山
市
農
業
委
員
会
）

　
岡
山
市
は
広
大
な
農
地
と
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ
、

南
部
地
域
で
は
、
稲
作
、
麦
作
、
ナ
ス
、

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
生
産
、
中
部
地
域
で

は
、
岡
山
を
代
表
す
る
桃
、
マ
ス
カ
ッ

ト
な
ど
の
果
物
、
北
部
中
山
間
地
で
は

酪
農
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
都
市

化
に
よ
る
農
地
の
減
少
や
農
業
者
の
減

少
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
消
を
図
り
、

「
魅
力
あ
る
農
業
」
を
展
開
し
て
い
く
た

め
、平
成
２１
年
４
月
の
政
令
指
定
都
市
移

行
に
あ
わ
せ
て
、今
後
１０
年
間
の
農
業
振

興
の
構
想
と
基
本
計
画
を
示
し
た
農
業

振
興
戦
略
と
し
て「
岡
山
市
農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
現
在
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
っ
て
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
に
は
、
第
一
農
業
委
員

会（
北
区
・
南
区
、
委
員
数
４０
人
）、
第

二
農
業
委
員
会（
中
区
・
東
区
、
委
員

数
２６
人
）の
２
組
織
が
あ
り
、委
員
各
自

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
べ
き
事
項

に
つ
い
て「
活

動
宣
言
書
」

を
提
出
し
て

活
動
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
驚
い

た
の
は
、
同

市
地
域
耕
作

放
棄
地
協
議

会
が
導
入
し

た
大
型
草
刈

機
（
ハ
ン
マ

ー
ナ
イ
フ
モ
ア
）。
農
業
委
員
自
ら
が

オ
ペ
レ
ー
タ
と
な
っ
て
農
地
の
再
生
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
６
人
の
女
性
農
業
委
員
に
よ

る
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
、
農
業
体
験
事

業
、学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
の
取
り

組
み
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
２
日
の
研
修
は
、
今
後
、
農
業

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
、
大

変
参
考
に
な
り
示
唆
に
富
む
内
容
で
し

た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
課
直
通
）


